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目的　本研究は，介護ロボットを導入した社会福祉法人の職員を対象にフォーカスグループインタ
ビューを実施し，介護ロボット導入による効果と今後の課題および可能性を明らかにすること
を目的とした。

方法　茨城県の社会福祉法人Ｈにおいて介護ロボットを使用する職員 6名（理学療法士 1名，作業
療法士 1名，介護福祉士 1名，介護支援員 1名，生活支援員 2名）を対象に，フォーカスグ
ループインタビューを実施した。分析は逐語記録より重要アイテムの抽出，類型化を行い，重
要カテゴリーを抽出した。

結果　対象者全員が介護ロボット導入によるポジティブな変化や効果について述べていた。セラ
ピー用アザラシ型ロボット導入の主な効果は，職員のストレス軽減やコミュニケーションの促
進，利用者の言動の活発化や認知症の周辺症状の緩和等であった。介護支援ロボットスーツ導
入の主な効果は，職員の身体的負担の軽減やリクルート活動への影響であった。また，介護ロ
ボットの使用に際する今後の課題および可能性では，介護ロボットを使いこなすための技術の
習得の重要性や新たな使用法の検討，使用についてアドバイスし合える環境づくりなど多様な
意見が聞かれた。

結論　介護ロボット導入による効果として利用者や職員，環境でのポジティブな変化が聞かれた一
方で，さらなる有効活用に向けた使用体制の構築や新たな活用の検討等の工夫展開が必要であ
ると考えられる。本研究の成果をもとに，実践における介護ロボットの有効活用が期待される。

キーワード　介護ロボット，フォーカスグループインタビュー，質的研究

Ⅰ　緒　　　言

　日本の少子高齢化は進み，高齢化率は2016年
で27％を超えた1）。今後も日本の高齢化率は上
昇し，2035年には33.4％，2060年には39.9％に
達すると推計されている2）。高齢者の増加や平
均寿命の延伸に伴う介護・福祉のニーズは増加
する一方で同分野の人材不足は深刻であり2），
2025年までに約38万人が不足すると報告されて
いる3）。人手不足は職員一人にかかる負担を大

きくする。心身の負担は腰痛や過労等の原因と
なり，身体的不調を理由とする離職も多く認め
られている4）。実践における人材確保および介
護者の負担軽減は喫緊の課題であり，この打開
策の一つとして介護ロボットの開発導入が強く
期待されている。
　しかし，ロボット介護機器の市場性を見極め
る困難さ，安全性や実用性等の問題により介護
機器の開発製品化は十分に進んでいない4）5）。
この現状を受け，2013年より経済産業省は実践
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のニーズを踏まえた介護ロボット機器の開発や
導入の支援等を行うロボット介護機器開発・導
入促進事業を開始した6）。また介護ロボット普
及に向けた経済的支援として，厚生労働省は高
額な介護ロボット導入の際に介護施設等へ助成
金を交付している7）。地方自治体でも同様に助
成しており，介護ロボット導入促進に向けた環
境整備が広まりつつある。
　施設への介護ロボットの導入が政策的に推進
される中，介護ロボット導入による職員や利用
者への効果や今後の課題および可能性をテーマ
とした先行研究や事例報告はいまだ少ないのが
現状である。今後介護ロボットの活用を推進す
るために，実践の職員が感じる介護ロボット導
入の効果や課題を把握することが必要であると
考えられる。
　ニーズアセスメントの方法としては，当事者
のニーズを引き出すインタビューなどの質的方
法や質問紙を用いて効果やニーズを統計的に把
握する量的方法があるが，新たな方向性を見い
だす，あるいは探索的な目的を持つ調査におい
てはインタビュー法を用いた質的方法がより適
しているとされる8）-10）。質的調査の方法として
は，単独インタビューとグループインタビュー
があるが，グループインタビューでは，量的な
調査では得られない「深みのある情報」と，単
独インタビューでは得られない「積み上げられ
た時間」「幅広い情報」「ダイナミクスな情報」
を得ることが可能である11）。したがって，参加
者の自由で幅広い情報を得ることができ，かつ
参加者同士のダイナミクスの期待できることが
グループインタビューの利点である。グループ
インタビューを実施し，職員の様々な意見から
介護ロボット導入の効果や今後の課題および可
能性を把握することは，介護ロボットのさらな
る活用に向けて有用であると考える。そこで本
研究は，介護ロボット導入の効果と今後の課題
および可能性について検討することを目的とし，
実際に介護ロボットを導入した社会福祉法人の
職員を対象にフォーカスグループインタビュー
を実施した。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　対象者
　対象者は，茨城県社会福祉法人Ｈに勤務する
職員 6名（理学療法士 1名，作業療法士 1名，
介護福祉士 1名，介護支援員 1名，生活支援員
2名）， 1グループであった。対象施設である
社会福祉法人Ｈは，地域に密着した福祉事業を
展開している。本研究で調査対象ロボットとし
たセラピー用アザラシ型ロボットは，認知的な
セラピーを目的として初めてアメリカの食品医
薬品局から神経学的セラピー用医療機器
（Neurological Therapeutic Medical Device 
（ClassⅡ））の承認を得たロボットであり12），
対象法人では平成26年度に導入された（以下，
アザラシ型ロボット）。また，介護支援ロボッ
トスーツは装着者の運動機能の強化や補助によ
る日常動作や重作業の支援を目的とした装着型
ロボットであり13），対象法人では職員の腰痛予
防を目的として平成28年度に導入された（以下，
ロボットスーツ）。対象者は当該テーマに関す
る効果と今後の課題および可能性の把握が可能
となるように，介護ロボットを導入した障害者
施設および介護施設の介護ロボット使用担当者
に参加を依頼した。同意が得られた担当者 6名
を対象者とし，うち 4名がアザラシ型ロボット，
2名がロボットスーツに携わっている。

（ 2）　データの収集および調査項目
　データの収集には，フォーカスグループイン
タビュー法を用いた。場所は法人施設内の静か
な個室とし，参加者の承諾を得てICレコーダー
とビデオカメラを設置し記録した。インタビュ
アーは，フォーカスグループインタビューの指
導ならびに実施経験をもつ研究者とした。観察
者は，参加者の自由な発言を妨げないように目
立たない場所で観察および記録を行った。イン
タビューは，介護ロボットの使用による効果，
介護ロボットの使用に関する問題点，介護ロ
ボットの有効活用に関するアイデア，の 3項目
である。インタビュー中は番号札を参加者の名
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前代わりとすることで名前が外部に漏れないこ
とを保証し，安心して討論できるよう配慮した。
インタビュー時間はおよそ90分であった。

（ 3）　分析方法
　ICレコーダーに録音された記録より正確な
逐語録を作成し，観察記録による参加者の反応
を加味しながらテーマと照合して重要な言葉
（重要アイテム）を介護ロボット種別に抽出し
た。分析者の先入観や思い込みによる偏った解
釈を防ぐため，抽出した重要アイテムは複数の
分析者で確認をした。重要アイテムの類型化お
よび重要カテゴリーについては，グループイン
タビューに精通した専門家のスーパーバイズを
受けた。

（ 4）　倫理的配慮
　本研究は，社会福祉法人芳香会倫理審査委員
会の承認を得て実施した（平成24年 1 月 4 日承
認，承認番号2012- 1 ）。対象者には事前にイン
タビューの目的，方法，名前等の情報が外部に

出ないこと，インタビューに参加したことでい
かなる不利益を受けないことを口頭で説明し，
インタビュー参加への同意を得た。ICレコー
ダーおよびビデオカメラによる記録は，記録を
撮る理由を説明し，参加者の承諾を得た上で実
施した。なお，録音および録画記録，観察記録
は鍵付き書庫に保管した。

Ⅲ　結　　　果

　介護ロボット導入の効果と今後の課題および
可能性について，介護ロボット種別に分類した。
その結果，アザラシ型ロボットの効果として
「職員の変化」「利用者の変化」「環境の変化」
が，今後の課題および可能性として「高コス
ト」「地域での活用展開」「意識づくりや環境整
備の必要性」が得られた（表 1）。次に，ロ
ボットスーツの効果として「職員の変化」「職
場や環境の変化」が，今後の課題および可能性
として「装着感の改善」「実用性の向上」「高コ
スト」「意識づくりや環境整備の必要性」が得

表 1　アザラシ型ロボットの導入効果と今後の課題および可能性に関する分析
重要カテゴリー 重要アイテム 逐語録データ概要

効
果

職員の変化
職員同士のコミュニケーション促進 会話が苦手な新入職員への利用など

ストレス軽減 バーンアウト尺度による職員のストレス軽減の証明など

利用者の変化

表情の変化 笑顔の増加，感情表出，気持ちが緩和し穏やかになるなど

周辺症状の緩和 独語・幻聴・幻覚の減少や消失，周辺症状の緩和など

言動活発化 拒否していたことへの受け入れ，行動障害の減少，活動の増加など

コミュニケーション促進 利用者や他利用者とのコミュニケーションツールとしての利用

環境の変化 地域住民とのコミュニケーション活発化 ロボットを見せることで地域住民との心理的距離間が変化したことへの実感

今
後
の
課
題
お
よ
び
可
能
性

高コスト 高額な本体価格 高額な本体価格

地域での活用展開 地域での活用の必要性 地域行事等にロボットを持参することで地域住民とのかかわりの
機会をつくる，子どもたちとの距離が縮まる効果に対する期待

意識づくりや環境整備
の必要性

ロボットの特性を活かした使用 ロボットをぬいぐるみと思い抱きしめるだけの利用者，反応を
示すロボットとして利用者と使用する

使用のためのスキルアップ
ロボットを扱うための職員のコミュニケーションスキル向上の
必要性，利用者がロボットと認識できるような伝え方等の工夫
の必要性，ロボット使用スキル向上の必要性など

ロボットとの共存への意識 ロボットと共存への意識づくり，ロボットに完全依存しない意
識づくりなど

新たな使い方の検討 職員全員がロボットについて学ぶことによる効果的な使用の模
索，リハビリでの利用など

使用に際するシステムの構築 施設でのロボットの役割を決める，使用に関するシステム構築
の必要性など
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られた（表 2）。以下文中において重要カテゴ
リーは「」，重要アイテムは『』で示す。

（ 1）　アザラシ型ロボットに関する効果と今後
の課題および可能性

1)　効果
　　①　職員の変化
　『職員同士のコミュニケーション促進』とし
ての利用では，会話が苦手な新入職員とのコ
ミュニケーションを円滑にしてくれるとの意見
が聞かれた。また，職員を対象としたアザラシ
型ロボットの使用では職員の『ストレス軽減』
が見られたとの発言が聞かれた。
　　②　利用者の変化
　『表情の変化』では，利用者の笑顔の増加に
ついて多く聞かれた。『言動活発化』では，利
用者が拒否していたことを受け入れるように
なった，利用者の活動のきっかけとなった，利
用者が懐古し施設に入所する前の話をするよう
になった等の発言が聞かれた。またコミュニ
ケーションツールとしての使用により，利用者
と職員，他利用者同士の『コミュニケーション

促進』の一助となったとの意見があがった。加
えて，独り言や幻聴，幻覚などの『周辺症状の
緩和』に関する発言が多く聞かれた。
　　③　環境の変化
　『地域住民とのコミュニケーション活発化』
では，アザラシ型ロボットがコミュニケーショ
ンの媒介となり，地域住民と職員の心理的距離
が近くなったとの意見が述べられた。
2)　今後の課題および可能性
　　①　高コスト
　アザラシ型ロボットは安価ではなく，『高額
な本体価格』であるとの意見があがった。
　　②　地域での活用展開
　『地域での活用の必要性』では，地域行事に
アザラシ型ロボットを持参することで，地域と
のかかわりのきっかけになるとの期待が寄せら
れた。
　　③　意識づくりや環境整備の必要性
　アザラシ型ロボットをぬいぐるみと認識して
いる利用者もいるため，『ロボットの特性を活
かした使用』によりさらに効果的に活用できる
との意見が聞かれた。ロボットは便利であるが，

表 2　ロボットスーツの導入効果と今後の課題および可能性に関する分析
重要カテゴリー 重要アイテム 逐語録データ概要

効
果

職員の変化

作業負担の軽減 作業負担の軽減，疲労の軽度化など

腰部の負担軽減 腰部の負担軽減

作業の効率化 2人介助であった介護業務が単独で可能となる，性別を問わず同じ
介護業務が可能になるなど

職員の意識向上 職員に対する意識づけや意識の向上への貢献

職場や環境の変化

実践における変化 介護現場がより良くなる，ロボットの使用を希望する職員の増加，
施設でのロボットの存在が当たり前になったなど

周囲からの反応 利用者やその家族へ与える印象の良さ，実習生から好印象など

リクルート活動への影響 利用者や職員を大事にすることがリクルート活動へ影響を及ぼす

今
後
の
課
題
お
よ
び
可
能
性

装着感の改善
動作の制約 可動域の制御に伴うわずらわしさ，走り出すときに動作の制御が効

いてしまうなど

装着による身体的負担 背部に装着する電極によるかぶれ，慣れるまで身体の他の部位へ負
担がかかるなど

実用性の向上 厳しい使用開始要件 管理者講習や安全使用講習の受講義務，使用のためのテスト合格の
必要性など

高コスト
高額な本体価格 高額な本体価格

高額機器の取り扱いへの精
神的負担

高額ゆえにロボットを破損させたときの精神的負担，破損させたと
きの上司への説明の精神的苦痛

意識づくりや環境整備
の必要性

ロボットとの共存への意識 ロボットとの共存への意識づくり，ロボットに完全依存しない意識
づくりなど

ロボット使用のための環境整備 使用者同士によるアドバイスや相談できる環境づくり
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頼りすぎずに『ロボットとの共存への意識』を
持つことが重視された。また，アザラシ型ロ
ボットを使いこなすためには『使用のためのス
キルアップ』が必要であり，ロボットの役割や
使用に関する『使用に際するシステムの構築』
も述べられた。そして，今後の使用に際し職員
全員で使用法を学ぶ必要性や『新たな使い方の
検討』としてアクティビティでの使用，家族と
その利用者のコミュニケーションツールとして
の利用についての意見が聞かれた。

（ 2）　ロボットスーツに関する効果と今後の課
題および可能性

1)　効果
　　①　職員の変化
　身体的負担の軽減では，『腰部の負担軽減』
や『作業負担の軽減』について多く聞かれた。
ロボットスーツの使用により，多くの介護業務
を単独で実施できる『作業の効率化』を実感し
ていた。また，最先端の介護機器導入により
『職員の意識向上』につながったとの発言も聞
かれた。
　　②　職場や環境の変化
　ロボットスーツの使用を希望する職員の増加
やロボットスーツが身近になったなど『実践に
おける変化』について多く聞かれた。『周囲か
らの反応』として，利用者やその家族，実習生
から好印象であるとの意見があがった。また先
駆的技術の導入は利用者と職員のためであり，
両者を大切にしている事実が『リクルート活動
への影響』に関係するとの発言があった。
2)　今後の課題および可能性

　　①　装着感の改善
　大腿部への機器の装着により可動域が制限さ
れる『動作の制約』や背部に貼る電極による皮
膚のかぶれなどの『装着による身体負担』に関
する発言が聞かれた。
　　②　実用性の向上
　ロボットスーツの使用に際し，使用者には安
全使用講習の受講が義務化されており，『厳し
い使用開始要件』が訴えとして述べられた。

　　③　高コスト
　『高額な本体価格』であるロボットスーツを
破損させてしまうことへの恐れから『高額機器
の取り扱いへの精神的負担』を感じる職員もい
るとの意見が聞かれた。
　　④　意識づくりや環境整備の必要性
　ロボットスーツの使用にはボディメカニクス
の習得が重要であり，『ロボットとの共存への
意識』が強調された。そして，使用者同士でア
ドバイスや相談しあえる『ロボット使用のため
の環境整備』についての意見が聞かれた。

Ⅳ　考　　　察

　本研究は，社会福祉法人の職員を対象に
フォーカスグループインタビューを用いて，介
護ロボット導入がもたらす効果と今後の課題お
よび可能性を明らかにした。

（ 1）　アザラシ型ロボットに関する効果と今後
の課題および可能性

　フォーカスグループインタビューの結果，ア
ザラシ型ロボット導入による効果では「職員の
変化」「利用者の変化」「環境の変化」があがっ
た。
　先行研究において，アザラシ型ロボットの使
用によるストレスの軽減，認知症の周辺症状の
緩和や抑制，笑顔の増加，コミュニケーション
の活性化等の効果が示されている14）-17）。本研究
でもアザラシ型ロボット使用による利用者の変
化として笑顔の増加や認知症の周辺症状の緩和
等があがった。利用者の目に見える変化は職員
の自信や意欲の向上につながると考えられる。
また介護士などの対人援助職は精神的ストレス
を抱えやすく，職業性ストレスはうつ病の発症
リスクを高めることが指摘されている18）。今後
職員のメンタルヘルス対策としての活用展開が
期待される。
　今後の課題および可能性については「高コス
ト」「地域での活用展開」「意識づくりや環境整
備の必要性」があがった。
　アザラシ型ロボットにはアニマルセラピーと



―　 ―27

第65巻第 3号「厚生の指標」2018年 3 月

同様の効果があるが，アニマルセラピーより利
便性が高く，トータルコストも少ないとの報告
がある17）。しかし本体価格は高額であるため，
限られた台数を効率的に使用する必要がある。
多くの施設利用者がアザラシ型ロボットを使用
できる工夫および『使用に際するシステムの構
築』が求められる。「意識づくりや環境整備の
必要性」では，利用者に対する声かけやアザラ
シ型ロボットについて学びを深める『使用のた
めのスキルアップ』の重要性が繰り返し述べら
れていた。アザラシ型ロボットを活用するセラ
ピストや介護者の運用スキルの違いにより効果
に差が見られたことが指摘されており，使用す
る職員の教育や育成が重要であると報告されて
いる17）。また，使い方を工夫しなければ利用者
が飽きてしまうとの意見も多く聞かれた。今後，
利用者がより楽しむための工夫や職員の人材育
成や研修会等の開催が求められる。

（ 2）　ロボットスーツに関する効果と今後の課
題および可能性

　フォーカスグループインタビューの結果，ロ
ボットスーツ導入による効果では「職員の変
化」「職場や環境の変化」があがった。
　既存研究ではロボットスーツの腰部負担軽減
に対する有効性が示されており19），本研究でも
腰部の負担軽減についての意見が聞かれた。実
際に2002年から2011年までの社会福祉施設での
4日以上の休業を要する腰痛発生件数推移は
363件から1,002件と2.7倍に増加しており20），
腰痛対策は介護実践での喫緊の課題である。本
研究より，腰痛対策の一つとして介護ロボット
スーツの有効性が伺えた。また，先駆的技術の
導入は利用者だけでなく職員の身体的負担軽減
への配慮の表れであり，『リクルート活動への
影響』に関連するとの意見が聞かれた。職員の
健康を守る視点が介護人材の確保の一助となる
と考えられる。
　今後の課題および可能性については，「装着
感の改善」「実用性の向上」「高コスト」「意識
づくりや環境整備の必要性」があがった。
　「高コスト」ではロボットスーツが高額であ

ると述べられた。そのため，限られた台数を職
員で共有する必要がある。対象施設ではロボッ
トスーツの使用をシフト制とし，職員が平等に
使用できる体制を整えている。「意識づくりや
環境整備の必要性」では，使用者同士で相談し
合える環境づくりが重視された。これにより互
いの成長が実現し，介護実践全体の変化にも寄
与すると考えられる。介護ロボット導入の際に
は使用体制や職員同士によるアドバイスや相談
ができる環境整備が必要である。また，ロボッ
トスーツは使用前に安全使用講習会の受講やテ
スト等が課せられる。安全性の担保等から講習
会の受講やテストの必要性を理解している一方，
それらの制約が使用参加者を狭める要因の一つ
であるとの意見も聞かれた。ロボットスーツの
使用者を増やすためには，講習会の受講が困難
である職員へのサポート体制の構築が必要であ
ると考えられる。

（ 3）　本研究の限界と今後の可能性
　本研究の限界は以下の 2点である。第一に，
ひとつの社会福祉法人の限られた職員を対象と
した点である。今後対象施設や対象者を増やし，
多くの意見を反映する必要がある。第二に，質
的研究全般に共通することだが，信頼性，妥当
性保証の困難さがあげられる。グループインタ
ビューの妥当性を高めるためには，1）対象メ
ンバーの選定法，2）インタビュー項目の設定
法，3）記録の充実，4）インタビュアーのト
レーニング，5）妥当性のかく乱要因（個別背
景の影響，相互作用によるメンバーの変化，グ
ループメンバーの偏り，ドロップアウトの問題，
インタビュアーの影響，インタビュアー自身の
変化）を予防する工夫が必要である21）。本研究
において上記項目に対し，対象者に共通した回
答しやすいインタビュー項目の設定，正確な逐
語録の作成，フォーカスグループインタビュー
の指導ならびに実施経験を持つ研究者をインタ
ビュアーとするなど妥当性を高めるように努め
た。上記の限界があるものの，本研究はインタ
ビューおよび分析で妥当性の確保に努めており，
把握された今後の課題および可能性は今後の介
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護ロボットの活用展開に有用であると考える。
今後は対象施設や調査対象人数をさらに増やし
た調査を継続して行い，介護福祉施設での介護
ロボットの有効活用の一助としたい。

Ⅳ　結　　　論

　介護ロボット導入による効果として利用者や
職員，環境でのポジティブな変化が聞かれた一
方で，さらなる有効活用に向けた使用体制の構
築や新たな活用の検討等の工夫展開が必要であ
ると考えられた。本研究の成果をもとに，実践
における介護ロボットの有効活用が期待される。
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